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 今月上旬

当院は
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に実施
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緒に受

感じました

 さあ

2018．3．26 

今月上旬、緩和

は、地域がん

中心となって積極的

実施しました。

されていました

緩和ケアは、がん

受けるケアです

じました。 

さあ、明日からも

 

緩和ケア市民公開講座

がん診療連携拠点病院

積極的に市民公開講座

。市民の方は

されていました。 

がん終末期に

けるケアです。身体的精神的

からも患者さんのため

公開講座司会進行役

■□■講師

永松秀紹薬剤師

市民公開講座「がんとくすり

診療連携拠点病院の

市民公開講座

は、日頃疑問

に実施するものではなく

身体的精神的な「

さんのため、病院職員

公開講座司会進行役
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永松秀紹薬剤師(右)・新美了樹

がんとくすり」「

の指定を受けています

市民公開講座を企画しています

日頃疑問に思っていることを

するものではなく

「つらさを和らげる

病院職員のために

公開講座司会進行役 田口泰郎外科医師

2 名の紹介です■□■

)・新美了樹

」「がんとリハビリ

けています。その

しています。今回

っていることを質問

するものではなく、がんと診断

らげる」という

のために頑張ります

田口泰郎外科医師(

名の紹介です■□■ 

・新美了樹作業療法士

がんとリハビリ」を院内

その役割から

今回は、麻薬とリハビリをテーマ

質問され、講座終了後

診断された時から

という緩和ケアの

ります。 

田口泰郎外科医師(左上) 

 

作業療法士(左下) 

院内で開催しました

から、緩和ケア

とリハビリをテーマ

講座終了後も意見交

からがん治療

の奥深さを改

しました。

ケア部会

とリハビリをテーマ

意見交

治療と一

改めて


